
　

正味財産増減計算書
平成３１年４月 １白から令和２年 ３月３１日まで

科

　　　　　

目 当年度 前年度 増

　

減
１

　

一般正味財産増減の部
１． 経常増減の部

　

（０ 経

　

常

　

収

　

益

　

① 基 本 財 産 運 用

　

益

　　　

ア 基本財産受取利息

　　　

イ 基本財産受取賃貸料

　

② 特 定 資 産 運 用 益

　　　

ア 特定資産受取利息

　　　　

ａ

　

退職給付積立預金利息

　　　　

ｂ

　

補修Ｔ；；；，積立潜心利息

　　　　

ｃ

　

財政調整基金積立預金利息

　　　　

ｄ 敷金積立預金利息

　　　　

ｅ 協力金積立預金利息

　

③ 事

　　

業

　　

収

　　

益

　　　

ア 刊行物出版事業収益

　　　　

ａ

　　

「市政」 広告料

　　　　

ｂ

　

「市政」 有料購読料

　　　

イ 会館管理事業収益

　　　　

ａ 共益費

　　　　

ｂ

　

空調費

　　　　

ｃ

　

電話設備．使用料

　　　　

ｄ

　

保管庫使用料

　　　　

ｅ

　

駐車場使用料

　　　　

ｆ

　

談話室使用料

　　　　

ｇ

　

飲食受付使用料

　　　　

ｈ

　

会議室使用料

　

④ 雑

　　　　

収

　　　　

益

　　

ア

　

受

　

取

　

利

　

息

　　　　

ａ

　

普通預金

　　

イ 戻 入 金 収 益

　　　　

ａ

　

電気料

　　　　

ｂ

　

水道料

　　　　

ｃ

　

通話料

　　　　

ｄ

　

清掃費

　　　

ｅ

　

管球代

　　　　

ｆ

　

特別清掃費

　　

ウ

　

雑

　　

収

　　

益

　　

経

　

常

　

収

　

益

　

計

　

（２） 経

　

常

　

費

　

用

　

① 事

　　　

業

　　　

費

　　

ア

　

人

　　

件

　　

費

　　　

イ 退職

　

給付費用

　　

ウ 旅 費 交 通 費

　　

ェ 通 信 運 搬 費

　　

オ 減 価 償 却 費

　　

力

　

消

　

耗

　

品

　

費

　　

キ 什 器 備 品 費

　　

ク 補

　　

修

　　

費

　　　

ケ 刊行物事 業 費

　　

コ

　

水 道 光 熱 費

　　

サ 損 害 保 険 料

　　

シ

　

公

　

租

　

公

　

課

　　　

ス

　

日常業務委託費

　　　

セ

　

資料室整備補助費

　

② 管

　　　

理

　　　

費

　　　　

件

　　

費

　　

ア

　

人

　　

イ 会

　　

議

　　

費

　　

ウ 旅 費 交 通 費

　　

エ 通 信 運 搬 費

　　

オ 減 価 償 却 費

　　

力

　

消

　

耗

　

品

　

費

１８２，６１６，１２０

　　　　

１２０

１８２，６１６，０００

１８，４７１，６０４
１８，４７１，６０４

　　

５６９｝５０９

１４，０２８，７３９

　　

２６３，０００

　

５７５，６８０

３，０３４，６７６

１８５，９９０，７６４
４，４４６，０９４

３，６３９，０００

　

８０７，０９４

１８１，５４４，６７０

４０，７０２，８００
３９，２８３，２００

４，９１４，０００

　　

６１２，０００

　　　

０

８，１６４，８００

　　

１９８，０７０

８７，６６９，８００

１６，３００，１５１

　　

１，２６９

　　　

１，２６９

１６，２５５，８４７
４，０５７，６５０

　

９６３，７１８

　

６７４，３１９

１０，０１０，９６４

　　

４，４００

　　

５４４，７９６

　　

４３，０３５

１７７，２７６，１２０

　　　　

１２０

１７７，２７６，０００

１８，９２５，８８２
１８，９２５，８８２

　

５７１，３５８

１４，４８０，３３３

　

２６３，０００

　

５７５，４５７

３，０３５，７３４

１８０，２１２，６３４
４，３２２，７５２

３，４５９，０００

　　

８６３，７５２

１７５，８８９′８８２

３９，２２４，４００

３７，８０４，８００
４，９９４，５００

　

６１２，０００

　　　

０

８，１６４，８００

　

２０８，１８０
８４，８８１，２０２

”，５８９，５５０

　　　

１，０９４

　　　

１，０９４

１７，５４２｝２００

　

５，３９９，２０４

　

８９７，１８０

　　

７３２，４５１

９，６８５，１４７

　　

１６５，３８９

　　

６６２，８２９

　　

４６，２５６

　

５，３４０，０００

　　　

０

　

５，３４０，０００

△

　

４５４，２７８

　

乙

　

４５４，２７８

　

△ １，８４９

　

乙

　

４５１，５９４

　　　

０

　　　　　

２２３

　　

（

　

１，０５８

　

５，７７８，１３０

　　

１２３，３４２

　　

１８０，０００

　

△

　

５６，６５８

　

５，６５４，７８８

　

１，４７８，４００

　

１，４７８，４００

　

‘

　

８０，５００

　　　

０

　　　

０

　　　

０

　

△

　

ｌｏ’１１０

　

２，７８８，５９８

△ １，２８９，３９９

　　　　

１７５

　　　　

１７５

△ １，２８６，３５３

△ １，３４１，５５４

　　　

６６，５３８

　

△

　

５８，１３２

　　

３２５，８１７

　

乙

　

１６０，９８９

△ １１８，０３３

　

△

　

３，２２１

４０３，３７８．６３９ ３９４．００４．１８６ ９．３７４．４５３

３１０，３０６，１５３
４７，５０１，１７５

　

２，１８５，０４３

　

１，３７４，３９６

　

３，２４４，０６３

６９，５０２，１６２

　

３，２６２，４９５

　　

１２０，０４０

１２，６５９，０２９

６０，１４９，８４９

１９，４８６，７２９

　

４１８，６５９

　

５，８６６，２１２

８２，０３６，３０１

　

２，５００，０００

１９，９５２，８３０

　

５，２７７，８７４

　　

１０８，６２５

　　

１５２，６９５

　　

３６０，４０２

　

３，６５８，００１

　　

３６２，４Ｒ２

３１８，８７８，６９８
４８，９５２，１０１

　

２，６８２，４１１

　

１，６４８，０６８

　

３，３８０，８４０

７５，３０７，６９６

　

２，９３４，９８２

　　

１６２，６７６

１２，７５２，９５４

６１，９６２，０９０

２４，０６３｝１５４

　　

３４０，８９５

　

３，００５，７００

７９，１８５，１３１

　

２，５００，０００

２０，７０９，０４７

　

５，４３９，０６８

　　

１０４，４６０

　　

１７５，４６５

　　

３８３，６９２

　

３，９６３，５５５

　　

３２５，６４４

△

　

８，５７２，５４５
△

　

１，４５０，９２６

　

△

　

４９７，３６８

　

△

　

２７３，６７２

　

△ １３Ｇ，７７７

△

　

５，８０５，５３４

　　

３２７，５１３

　

△

　

４２，６３６

　

△

　

９３，９２５

△

　

１，８１２，２４１

△

　

４，５７６，４２５

　　

７７，７６４

　

２，８６０，５１２

　

２，８５１，１７０

　　　

０

△

　

７５６，２１７

　

△

　

１６１，１９４

　　　

４，１６５

　

‘

　

２２′７７０

　

△

　

２３′２９０

△

　

３０５，５５４

　　　

３６，ＲＲＲ



科

　　　　　

目 当年度 前年度 増

　

減

　　

キ 什 器 備 品

　

費

　　

ク 補

　　

修

　　

費

　　

ケ 水 道 光 熱 費

　　

コ

　

損 害 保 険 料

　　

サ 諸

　　　　　

費

　　

シ 公

　

租

　

公

　

課

　　　

ス

　

日常業務委託費

　　

セ

　

雑

　　　　　

費

　　

経

　

常

　

費

　

用

　

計

　　　　　　

．
－二 調整前当期経常増減類

　　　　

評価損益等計

　　　　

当期経常増減額

　

２． 経常外増減の部

　

（１） 経 常

　

外 収 益

　　

① 退職給付引当金戻入

　　

② 有価証券売却益

　　

経

　

常

　

外 収

　

益 計

　

（２） 経 常 外 費 用

　　

① 固定資産除却損

　　

経 常

　

外 費

　

用 計

　　　　

当期経常外増減額

　　　　

税引前当期…般正味財産増減額

　　　　

法人税、 住民税及び事業税

　　　　

当期一般正味財産増減額

　　　　

一般正味財産期首残高

　　　　

一般正味財産期末残高
ロ

　

指定正味財産増減の部

　　　　

当期指定正味財産増減額

　　　　

指定正味財産期首残高

　　　　

指定正味財産期末残高
皿 正味財毒期末残高

　　

６，３１

　

６６６，２５

１，０２５，６０

　

２２，０３

３，５６９，１７

　　

３，９３

４，３１７；６８

　

４２１，７５

　　

８，５６１

　

６７１，２０Ｇ

１，２６６，４６９

　

１７，９４１

３，６５８，３５３

　

４，１９０

４，１６７，６２７

　

５２２，８１６

　

△

　

２，２４５

△

　

４，９４９

△

　

２４０，８６７

　　

４，０９３

△

　

８９，１８０

　　

△

　

２６０

　

１５０，０６２

△

　

１０１，０６６

３３０，２５８．９８ ３３９．５８７，７４５ △

　

９．３ク８

　

７６２
７３，１１９，６５ ５４，４１６，４４１ １８，７０３，２１５

０ ０ ０
７３，１１９，６５ ５４，４１６，４４１ １８，７０３．２１５

１１，１７１，７４

　

３１９，９０

１１，１７１，７４２

　　

０

　

０

３１９，９０４

１１，４９１，６４ １１，１７１，７４２ ３１９，９０４

２，１８７，５３ ４０，５６４，５８９ △

　

３８，３７７，０５８

２， ８７，３ ４０，５６４，５８９ △

　

３８，３７７，０５８
９ ・０４ Ｉ △

　

２ヲ．２９つ

　

８４７ ３８．６９６．９６２
８２，，２３，７ ２～０２３，５９４ ５７，４００，１７７
３，；６８， ０－ ，！９７，９００ ２，３７０．７００

７８， ５５，１７ ２Ｊ，８ｚｂ，６９４ ５５，０２９，４７７
３，２１８， ００，６６ ３，１９４，２７４，９６７ ２３，８２５，６９４
３．２９６． ５５，８３ ３．２１８．１００．６６１ ７８，８５５，１７１

０ ０ ０
７３．４１６．５０ ７３．４１６．５００ ０
７３，４１６，５０ ７３，４１６，５００ ０

３．Ｊ′Ｕ．Ｊ７２．３３ ３．２９１．５ｉ７．１６１ ７８．じｏｏ．１７１



正味財産増減計算書内訳表

　

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

科

　　　　　

目 公益目的事業 収益目的事業 法人会計 合

　　

計

　　　

恩

　　　　　　　　　　　　

±
１

　　　　　　

息
息
金

　　　　　　　

利
利
こ

　

息

　　　　

料

部

　　　　　　　

鰍
聯
鼎
鰯
鰍
剛

息
益

　　

搬
益
酬

用
“

費
用
費
費
費
費
費
費
費
費
料
課
費
磯
．

費
費
蹟
搬
蛸
麟
騒
費
搬
餅
費

嫌
謝
費
酬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・
ふヱ
▽人

　　　　　　　　　　　　　　　　　

備
使
使
便
付
使

１

：
ｉ

の縄
鱈
滋
き

書
匿喜

ヰ書き

『署
霊
翻

剛瞳棚
謝連
瓢
灘
園
鵠慰謝
鰯鱈
翻
掴
掴
翻
熟轟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

費
翻

耗
器

道
害

鷺

費

般

経

）
①

　　

②

　　　　　　　

③

　　　　　　　　　　　　　　　

④

　　　　　　　　　　　　　

）
①

　　　　　　　　　　　　　　　　

②

ー

　

．
０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

α

００

　

０

　

０
７０
ｍ

　　　　

９
１
９
９

０
９

ｏ
ｏ
ｏ

ｏ

ｏ

　　

ｏ

　　

ｏ
４

　　　

９

０
２

５
０
４

６
２

　　　　　　　　　　　　　　

Ｒ
ｖ

　

ｎ
ｖ

　

文
Ｕ

　

Ｕ^

　

Ｕ^

　

＝^ｖ
（Ｋ）
Ｕ^

　

Ｕ^

　

Ｕ^

　

Ｕ^

　　　

（×）

　　　

へＵ
“′‘

＝^＝ｖ

　　　　

Ｕ^

　

ｑ
ｖ

　

ｏ
ｖ

　　　　　　　　　

ｎ
Ｕ

　

“^Ｖ

　

Ｒ
Ｖ

　

Ａ
Ｖ

　

ハ

　

７
１
（”ｖ

　

ハｈＵ

　

ワ
”
ｎＺ”
ハｈｖ

　　　　

エハー

　　　　

＝^ｖ
っ
Ｌ

　　　　　　

７
十

　

＾
Ｖ

　

１
↓

　

一△．
Ｒ
ｖ

　

ク
ム

　

ハリ

　

４
１

弄９

　　　

４
▲

　

Ｒ
Ｖ

　

ハｈｖ

　　　　　　　　　

Ｒ
Ｕ

　

Ｒ
ｖ

　

７
′

　

４
ユ

　

ｑ
ｕ
（Ｕ

　

ｎＸｕ

　

ｎ／”
Ｑ
ｖ
「ｂ

　

Ｕ^

　　　　

Ｒ
Ｖ

　　　

（ｕリ
Ｑ
リ

　　　　　　

７
ｆ

　

Ａ
Ｉ

　

Ｒ
Ｕ

　

ｈ^Ｕ

　

八ｈｖ

　　　　

ｒｂ

　

イー

Ｒ
Ｕ

　　　　

Ｘ^Ｖ
リ
ム

　

ｎ／”

　　　　　　　　

＋４

　

７
十

　

八

　

４
エ

　

Ｒ
Ｕ
（ＸＵ

　

＝^Ｖ

　

ハｈｖ

　

４
▲

　

ｄ
▲

　

Ｘ^Ｕ

　　　　

Ｉ
１

　　　

（”Ｕ

　

７
十

　　　　　　

７
丁

　

＝^Ｖ

　

７
丁

　

ハｈＶ

　

Ｘ^ｖ

　　　　

４
エ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ
Ｖ

　

Ａ
ュ

　

ｘ^Ｕ

　　　　

ｒｈＶ

　

Ｉ
Ａ

　

“^Ｖ

　

ｄ
Ｉ

　　　　　　　

Ｒ
Ｕ

　　　　

Ｑ
Ｖ
“／Ｌ

＾
↓

　　　

‘４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

パ

　　　　　　　　　

１ＡＩ

　

Ｒ
Ｖ

　

Ｒ
Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　

（ｈＶ

　

Ｉ
十

　　　　　　

．
↓

　　　　　

１上
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